
感染看護

新規開設

募集時期

第2期

令和 8（2026年）
1月 9日 (金)～ 1月15日 (木)

3名程度募集定員

出願期間

令和 8（2026年）2月 7日(土)試験日

第 2期募集時期

感染看護、老年看護、がん看護募集コース

CNS（専門看護師）コースの紹介

令和 8年度（2026年度）より、
CNS（専門看護師）コース「がん看護」に加えて
新たに以下の 2つの専門分野を開設します（予定）

感 染 看 護
老 年 看 護

CNS コースについてもっと
知りたい方は、こちらもご覧
ください

青森県立保健大学
公立大学法人

教務学生課（大学院担当）
〒030-8505　青森県青森市大字浜館字間瀬 58-1

Aomori University of Health and Welfare

TEL ： 017-765-2008
e-mail ：daigakuin@ms.auhw.ac.jp

大学院 URL
https://www.auhw.ac.jp/daigakuin/
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青森県立保健大学大学院

本コースについて詳しく聞くことができる「大学院進学相談
会」や入試情報等についてはこちらからご確認ください。

　新興・再興感染症の流行や地域包括ケアシステムの推進により、
施設や地域に求められる感染管理や感染症患者が抱える問題が複雑
化しています。感染症看護専門看護師は、脅威となる感染症の予防
や、感染症患者が安心して治療に専念できるよう、専門看護師の 6
つの機能を活かした質の高い看護を提供します。さらに、感染症パ
ンデミックに立ち向かう医療従事者自身をも感染から守り、安全な
医療環境を確保します。所属する施設のみならず、地域に密着した
活動の推進により、感染症に強い施設・強い地域を目指すとともに、
研究を通して感染看護学分野の発展に貢献します。

新改 法子

老年看護 　超高齢社会では、高齢者の特徴を踏まえその人権尊重を基盤とし
て、高齢者を包括的にとらえ、多岐にわたる場において看護を提供
することが求められています。このような社会的ニーズをうけ、老
人看護専門看護師は、高齢者へのケアの質保証に関するリーダー
シップを発揮し、高齢者の意思が尊重され最期までその人らしく過
ごすための支援を通じて、高齢者や家族のQOL向上に貢献するこ
とを目指して活動します。また、研究を通して老年看護の発展に貢
献します。本コースでは、このような専門性の高い実践力で地域に
貢献できるCNSを育成します。

出貝 裕子

看護学科 健康科学部
感染予防看護学研究室
准教授
感染症看護専門看護師

看護学科 健康科学部
老年看護学研究室
教授

がん看護 　本学では、2016 年度より青森県で唯一のCNS（専門看護師）コー
ス「がん看護」を開設しています。本コースは、がんになっても住
み慣れた地域で自分らしく過ごせる社会の実現を目指し、地域包括
ケアシステムの一部として質の高いがん看護を提供できる人材の育
成を目的としています。患者・家族、多職種、施設間をつなぐ調整
力を備え、がん薬物療法看護や緩和ケアにおける専門性の高い実践
力とリーダーシップを持つCNSを育成します。地域医療の中核を
担い、がんと共に生きる人々に寄り添い支える看護の力を深めたい
方の挑戦を心よりお待ちしています。

鳴井 ひろみ

看護学科 健康科学部
がん看護学研究室
教授

※今年度は、新規コースの認可に伴い、第 2期のみ
の選抜とします。

特設ページ 大学院案内
（2026 パンフレット）
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コース長あいさつ

専門看護師の果たす役割

専門看護師 資格取得の流れ

さらに詳しく

ケアの深化と連携の力で、
　　　　　　　地域医療の未来をともに創る
ケアの深化と連携の力で、
　　　　　　　地域医療の未来をともに創る

実践 相談

※日本看護系大学協議会が定める専門看護師教育課程基準の所定の単位を取得すること。
※CNS（専門看護師）コースを修了した場合は、修士（看護学）の学位を取得できます。

日本看護系大学協議会
ホームページ
高度実践看護師情報

日本看護協会
ホームページ
専門看護師

個人、家族及び集団に対して
卓越した看護を実践する。
個人、家族及び集団に対して
卓越した看護を実践する。

看護者に対しケアを向上させるため
教育的役割を果たす。
看護者に対しケアを向上させるため
教育的役割を果たす。

個人、家族及び集団の権利を守る
ために、倫理的な問題や葛藤の解決
をはかる。

個人、家族及び集団の権利を守る
ために、倫理的な問題や葛藤の解決
をはかる。

看護者を含むケア提供者に対し
コンサルテーションを行う。
看護者を含むケア提供者に対し
コンサルテーションを行う。

必要なケアが円滑に行われる
ために、保健医療福祉に携わ
る人々の間のコーディネー
ションを行う。

必要なケアが円滑に行われる
ために、保健医療福祉に携わ
る人々の間のコーディネー
ションを行う。

専門知識及び技術の向上並び
に開発をはかるために、実践
の場における研究活動を行う。

専門知識及び技術の向上並び
に開発をはかるために、実践
の場における研究活動を行う。

教育 倫理
調整

調整CNS
の役割

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5

研究

青 森 県

秋 田 県

岩 手 県

全 国

感染症看護

1人

0人

0人

120人

9人

10人
14人

老人看護

2人

0人

2人

290人

がん看護

6人

10人

12人

1,133 人

　本学大学院では、���� 年度に開設した CNS（専門看護師）コース「が
ん看護」に続き、「感染看護」「老年看護」を新たに開設する予定です。
これらの取り組みは、わが国が直面する医療課題に対応し、看護の専門
性をさらに深化させることで、地域における質の高いケアの提供を目指
すものです。
　特に青森県では、全国に先駆けて人口減少と高齢化が進んでおり、医療・
福祉の体制整備と、それを担う人材の育成が重要な課題となっています。
この地で専門看護師教育課程を展開することには、地域の実情に即した
実践的な教育を通じて、持続可能な地域医療を支える中核的な人材を育
成するという大きな意義があります。
　現在、超高齢社会の進展や新興感染症の対応、がん医療の高度化など
により、医療現場はますます多様かつ複雑な課題に直面しています。患者・

家族のニーズも多様化する中、単なる技術提供ではなく、一人ひとりの価値観や生活に寄り添い、
関係性を基盤としたケアを提供できる力が求められています。
　本学の専門看護師教育課程では、豊富な臨床経験をもつ看護職が、それぞれの実践を基盤に、科
学的根拠に基づく実践力、複雑な状況に対応する判断力、そして看護の意味や価値を言語化し社会
に伝える研究力を体系的に修得できます。加えて、地域の医療機関や多職種との連携を重視した教
育体制のもとで、地域に根ざした実践力を磨くことが可能です。
　専門看護師は、現場に変革をもたらし、チームを牽引し、患者・家族に深く寄り添う “変革の担
い手” です。看護の力で地域を支えたいという志をもつ皆さまの挑戦を、心よりお待ちしています。
ともに学び、成長し、地域医療の未来を創っていきましょう。

CNS コース長 教授
鳴井ひろみ

がん看護学研究室

　専門看護師（ Certified Nurse Specialist： CNS）とは、特定の専門看護分野において高度な知識と技
術を備え、複雑で解決困難な看護問題を抱える個人、家族、集団に対して質の高い看護ケアを効率的
に提供する看護師のことをいいます。専門看護師になるためには、日本看護協会の専門看護師認定審
査に合格し、特定分野における卓越した看護実践能力が認められる必要があり、次の役割を果たします。

　専門看護師（ Certified Nurse Specialist： CNS）とは、特定の専門看護分野において高度な知識と技
術を備え、複雑で解決困難な看護問題を抱える個人、家族、集団に対して質の高い看護ケアを効率的
に提供する看護師のことをいいます。専門看護師になるためには、日本看護協会の専門看護師認定審
査に合格し、特定分野における卓越した看護実践能力が認められる必要があり、次の役割を果たします。
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専門看護師の登録者数
（���� 年 �� 月現在　出典：日本看護協会ホームページ）

北東北地方の専門看護師数は全国レベルに比べて少ない


